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デジタルの力と「人にやさしい」・「共助型社会」・「子ども中心設計」の３つの視点で地域課題解決を推進目　的

　１．「住民参加」と「地域コミュニティ」、  ２．「環境エネルギー」と「地域振興」、
　３．「防災」と「見える化」と年度毎のテーマ設定を行い、　 に取り組む。

【推進体制】<構成予定メンバー>

　産： 狛江スマートシティ・リビングラボ（新規）
　官： 東京都狛江市
　民： CivicTechコミュニティ（新規）
　他： デジ田TYPE2産官学コンソーシアム　

首都直下型地震に備えた防災・減災対策

2025年

市民に対して分かりやすい防災情報の提供

狛江市では、昭和４９年に多摩川水害が発生し、令
和元年東日本台風では内水氾濫が発生しており、
首都直下型地震の備えとともに防災・減災対策の
強化に取り組んでいる。
市民に分かりやすい防災情報や適切な避難情報を
提供していくため、「データダッシュボード・見える
化ポータル」、「スマホ防災情報流通システム」を整
備する。

デジタルの力で、「人にやさしいまち」の実現

概　要

市民向けの情報提供の仕組みを整備

2024年

カーボンニュートラル実現に向けた対応

狛江市は令和３年４月にゼロカーボンシティを
宣言した。豊かな環境を未来につなぐまちを
実現するため、さまざまな環境関連のデータ
を客観的に把握する仕組みや市民向けの情報
提供の仕組みとして「環境データダッシュボー
ド」を構築する。
また、施策の活用や地域振興策として庁内の
ポイント事業を「地域コミュニティポイント」と
して整備する。

2023年

地域コミュニティの活性化

コミュニティ参加促進と活性化

少子高齢化により地域コミュニティのつ
ながりや交流が減少。スマートシティ推進
の透明性や住民参加を促す「スマートシ
ティ・リビングラボシステム」を導入し、住
民のアイデア提案と意見共有を促進し、
透明性と信頼性を向上させ、住民参加型
のスマートシティ推進を推進する

 環境データダッシュボード 

複数の環境データソース統合
分析、可視化、アラート

可視化ツールTableauと連携

 地域コミュニティポイント 
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証明

地域内で利用できるポイント
消費や回遊傾向の分析

chiika、 J-Coin他を検討

 データダッシュボード 
 見える化ポータル 

複数の防災データソース統合
分析、可視化、アラート

既存ダッシュボードを統合

 スマホ防災情報流通 

LINEを活用した情報共有
場所と移動経路のナビ機能

スマホ最適のLINEとWeb版

住民

デジ田コンソーシアム　狛江スマートシティ・リビングラボ

地域コミュニティ

共に考え、共に創る
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